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（９月募集）

環 境 意 匠
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地域環境経営

環境動態学

専 攻

環境計画学

専 攻

学 生 募 集 要 項



　本学が保有する個人情報は、｢個人情報の保護に関する法律」ならびに「公立大学法人滋賀

県立大学個人情報の保護等に関する規程」等により関係法令を遵守し、出願時に大学が取得し

た氏名、住所その他の個人情報は、下記の目的以外には利用いたしません。

①入学者選抜（出願処理、受験票発送、試験実施、成績処理等）、合格通知、入学手続案内、

入学者選抜方法の調査・研究等の入試事務および付随する業務

②合格者のみ入学に伴う教務事務（学籍、修学指導等）、学生支援事務（健康管理、奨学金申

請、後援会等）、授業料等の収納事務および付随する業務

　また、上記事務処理の一部を外部に委託し、個人情報を受託業者に提供した場合は、関係法

令等により、個人情報の漏えい、滅失またはき損の防止、その他個人情報の適切な管理に必要

な措置に万全を期します。

［注意］

  ・問い合わせがあっても、本人以外には志願者の氏名・住所その他の個人情報は一切お知ら

せできません。

  ・駅、バス停、大学周辺で合否連絡・下宿案内等と称して個人情報を収集していることがあ

りますが、本学ではそのような行為は一切行っていないので注意してください。



Ⅰ　研究科の概要および入学者の受入方針

　　　１．研究科の目的

　　　２．研究科の構成

　　　３．教育研究の特色

　　　４．入学者の受入方針（アドミッション・ポリシー）

Ⅱ　入学者選抜について

　　　１．専攻別募集人員  

　　　２．出願資格  

　　　３．選抜方法および試験日程等  

　　　４．出願書類 

 　　　　   （別表）研究調書等 

　　　５．出願手続

　　　６．合格発表 

　  　７．注意事項

Ⅲ　入学手続、初年度納付金

　　　１．入学届の提出

　　　２．入学手続

　　　３．初年度納付金

Ⅳ　教育研究の内容と担当教員ならびに講義等の内容

　　　１．研究部門における特別研究の内容とその担当教員

　　　２．講義等の内容
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２．講義等の内容 

 

 （１）環境科学研究科共通 

     授業科目名                  講 義 等 の 内 容 

環境科学特論 

 

 

 

  博士後期課程学生の研究テーマに合わせ、環境科学的に深まり

のある研究を進めるに当たり必要と考えられる先端的課題、新し

い知見について、多角的視点から講義する。 

 

生物圏環境特論 

 

 

 

 

 生態環境を構成する大気、水、地圏の物理、化学、生物過程と

その管理手法の最適化のための科学的手法を理解し、習得させる

ため、特別研究において取り組んでいる研究課題に関連した最新

・最先端の問題について講義する。 

 

生態系保全特論 

 

 

 

 

 

  陸圏・水圏および集水域の生態系動態・物質動態・水質汚濁お

よび生物群集の相互関係などについて、自然資源の持続的利用と

環境管理に不可欠な生態系と水環境の保全および自然と人間の

共生圏の創生に関する理論と研究手法の最前線を、セミナー形式

で講義する。 

 

生物生産特論 

 

 

 

 

 

  持続的かつ高度な生物生産体系の確立、新しい遺伝資源の開

発、生産管理技術の開発にかかる手法に関する国内外の最新の研

究情報を指導教員と受講者の間で議論することにより、受講者の

研究基盤を確立させるとともに、論文作成に必要な論理力を養え

るよう講義する。 

 

環境意匠特論 

 

 

 

  人間の生活空間形成を基本としながら、自然環境と調和し、地

域環境に根ざした持続的都市・建築の構築に向けて、必要とされ

る先端理論、知見について講義する。 

 

地域環境経営特論 

 

 

 

 

  既存の理論や手法に拘泥することのない、柔軟で創造的な視点

を養うことを目的に、地域の環境管理に関する学会での議論水準

をサーベイするとともに、先進的な事例を紹介し、現在の理論的

かつ実践的な課題についての知見を講義する。 
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 （２）環境動態学専攻 

     授業科目名                  講 義 等 の 内 容 

生物圏環境 
    特別演習Ⅰ 
 

 生態環境を構成する大気、水、地圏の物理、化学、生物過程と

その管理手法の最適化のための科学的手法を理解し、習得させる

実験、野外調査・観察（測）の実施、文献調査、講読、研究論文

の作成に関する演習を行う。 
 

生物圏環境 
    特別演習Ⅱ 
 

 生物圏環境特別演習Ⅰに引き続き、実験・野外調査・観察観測

の実施・文献調査・研究論文作成に関する演習を行う。演習Ⅱで

はとくに、投稿論文作成および博士論文作成に関連した内容に力

点を置いて指導する。 
 

生物圏環境 
    特別研究 

  生態研究における大気大循環の地球規模の変動にかかる諸課

程、水循環、水環境の動態解明とその低投入型管理手法の最適化、

持続的な生物生産技術の開発にかかる研究指導を行う。 
 

生態系保全 
    特別演習Ⅰ 
 

 陸域・集水域・水域生態系の生物多様性・相互作用と物質循環

過程等の解明、そして望ましい生態系の保全・修復・維持管理手

法を理解・習得させるための野外と室内の観察・実験、研究文献

の調査と講読、研究論文の作成に関する演習を行う。 
 

生態系保全 
    特別演習Ⅱ 
 

 生態系保全特別演習Ⅰに引き続き、野外と室内の観察・実験、

研究文献の調査と講読、研究論文の作成に関して究講・演習する。

さらに、学術雑誌への欧文論文作成ならびに博士申請論文の作成

などの能力涵養と実践について指導する。 
 

生態系保全 
     特別研究 
 

 陸域・集水域・水域生態系の生物多様性・相互作用と物質循環

過程等の環境動態を、人間活動による生態系変容を含めて解明・

解析し、それぞれの生態系の保全・修復に必要な生態系管理の評

価手法の確立をめざした研究指導を行う。 
 

生物生産 
    特別演習Ⅰ 
 

 持続的かつ高い生物生産体系の確立、新しい遺伝資源の開発、

生産管理技術の開発にかかる手法を理解し、習得させるための実

験、野外調査、観察（測）の実施、文献調査、講読、研究論文の

作成に関する演習を行う。 
 

生物生産 
    特別演習Ⅱ 

 博士後期課程１年次に実施した研究内容を学会誌等に投稿す

るための論文作成について指導するとともに、研究をより発展さ

せるための実験、文献調査、英語について指導する。 
 

生物生産 
     特別研究 
 

 環境負荷が少なく、持続的かつ高い生物生産体系の確立を目指

して、新しい動植物資源の開発・栽培・管理、動植物・微生物を

制御する生産環境管理技術の高度化の攻究にかかる研究指導を

行う。 
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 （３）環境計画学専攻 

     授業科目名                  講 義 等 の 内 容 

環境意匠 

    特別演習Ⅰ 

 

 

 

 自然環境・社会環境の理解に基づいた持続可能なミクロとマク

ロの空間形成に関連する意匠学・建築学の創造性、先端性を習得

させ、自然環境を生かした新たな空間形成を目指した総合性、普

遍性のある研究指導を行う。 

 

環境意匠 

    特別演習Ⅱ 

 

 

 研究課題の特殊性に合わせた、研究対象の把握・分析方法、お

よびその結果の総合的視点からの解釈など、環境意匠分野の複合

性の中での適切な方法論を中心とした研究指導を行う。 

 

環境意匠 

     特別研究 

 

 

 

 自立した研究者、デザイナーとなるために必要な研究計画能

力、総合設計能力を涵養するために意匠学、建築学に関する個別

の研究課題について、指導教員との討論を行いながら博士論文作

成のための理論・実践に関する研究指導を行う。 

 

地域環境経営 

    特別演習Ⅰ 

 

 

 環境システム、資源・環境経済、環境政策の相互関係、あるい

は生産・消費・廃棄の連鎖に関する既往の研究を探索し、特定の

研究課題を研究史の中に位置づけさせる。 

 

地域環境経営 

    特別演習Ⅱ 

 

 

 既往の研究成果を国際的な地域も視野に入れた地域経営的な

視点で再整理・分析評価し、特定の研究課題を総合的に研究する

方法に習熟させる。 

 

地域環境経営 

     特別研究 

 

 

 

 地域環境経営を国際的なフィールドにまで拡大することを前

提にして、上記演習で示唆されたような特定の研究課題について

仮説設定からその検証に至る過程の研究指導を行い、博士論文に

まとめさせる。 
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至京都

●JR南彦根駅から大学まで
バスで15分（南彦根駅西口：南彦根県立大学線)
タクシーで10分
●JR彦根駅から大学まで
バスで25分（彦根駅：彦根県立大学線)
タクシーで15分
●名神彦根ICから大学まで
車で20分（6.5㎞）

琵 琶 湖

〒522-8533　滋賀県彦根市八坂町2500

TEL 0749-28-8217･8243　FAX 0749-28-8472

ホームページアドレス https://www.usp.ac.jp/

E-mail:nyushi@office.usp.ac.jp
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